
 

潮芦屋アクアスロン大会 
第１１回兵庫県アクアスロン選手権大会 関⻄マスターズゲームズ ㏌ HYOGO 

第１８回ひょうご生涯スポーツ大会アクアスロン大会 

2023.9.3[SUN] 
会場：兵庫県芦屋市陽光町・南浜町 

(芦屋市潮芦屋南緑地・潮芦屋ビーチ特設コース) 

 

参加選手のしおり（オンライン競技説明） 
このしおりをよく読み、理解して安全に競技ができるようにしてください。 

応募要項に記したオンラインテストは実施しません。しっかりと確認して頂き
9 月 3 日に潮芦屋ビーチでお会いできることを楽しみにしております。 

 
 
 

主催︓ＮＰＯ法人 芦屋市⺠まつり協議会  潮芦屋アクアスロン⼤会実⾏委員会 
 

 

あなたのレースナンバーは、スタートリストに記載されています。 

大会受付時に、スタッフにレースナンバーを告げてください。 

 

同時にセルフチェックシートを提出してください。 
競技主管 兵庫県トライアスロン協会  
後援 兵庫県、兵庫県教育委員会、芦屋市、芦屋市教育委員会、 
 （公社）日本トライアスロン連合（JTU）  
協力 ＮＰＯ法人 神⼾ライフセービングクラブ、関⻄潜⽔連盟日⾚アクアラング特殊奉仕団 

芦屋浜アスリートクラブ、芦屋市カヌー協会  
協賛 山本光学株式会社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１４回 

（公社）日本トライアスロン連合では、トライアスリートの環境保護意識の高揚に期待してい

ます。潮芦屋アクアスロン大会も地域の皆様の善意によって支えられていますので、競技

中はもちろん、会場内でのゴミの始末、ボランティアに対する言葉づかいやマナーなどにご

配慮くださいますようお願いします。 



⼤会ご参加の皆様へ 

 

このたびは、本大会にご参加いただき、ありがとうございます。 
 
潮芦屋アクアスロン大会はコロナ禍により、開催を自粛しておりましたが、本
年度 1４回目として開催します。 南芦屋浜地区は 2018 年の台風被害により護
岸の改修工事が行われ、現在も一部工事途上でありますが、新しく改修された
南護岸は工事が完了して供用開始となり、海浜に面した気持ちの良いランコー
スとなります。スイムコースは例年通りの潮芦屋ビーチにおいてのオープンウ
ォーターコースにより行います。 潮芦屋の自然と海風のなか心地よい競技が
行われるものと考えています。４年ぶりの大会開催をお楽しみください。皆様
のお越しをお待ちしています。 
 
本大会では、障がいをもつパラ選手が一般 A・一般 B あわせて 6 名参加されて
います。 
視覚障がいの選手は、それぞれに伴泳・伴走を共に行うガイドとともにロープ
でお互いを繋いで競技をされます。下肢障がいの選手は義足をつけて競技を行
う選手もいます。 
 
パラ選手およびガイドの方々はトレーニングを積まれ、個々に必要なサポート
を含め競技運営との打ち合わせを行なっており、JTU 公認審判団は最善の注意
を払いますが、参加者の皆様におかれましても、競技中のご配慮をよろしくお
願いいたします。 
私どもが加盟している公益社団法人日本トライアスロン連合は数少ない健常
者、障がい者競技が同一の競技団体となっており、障がい者スポーツの推進に
取り組んでおります。 
 
今後とも、障がい者のトライアスロン、アクアスロン、デュアスロンをはじめ
とする複合競技への参加は全国的に広がっていくと考えられますが、受け入れ
る大会はまだ限られています。視覚障がい者に加えて一部の肢体不自由のパラ
トライアスロン部門の拡大の要請を受け、その責務を本大会も担っております
ので、ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 
 

２０２３年８月吉日     

 

     潮芦屋アクアスロン大会実行委員会事務局 

     競技主管：兵庫県トライアスロン協会 

  



⼤会スケジュール 

2 0 2 3 9/3[SUN] 

7:30〜8:15 選手受付     大会本部前 
8:15〜8:30 開会式・競技説明    大会本部前 
8:40〜8:55 ウォーミングアップ（陸上のみ） 
8:50〜9:00 救難訓練※１     スイム会場 
9:00~ スイム招集・ウォーミングアップ・ストレッチ体操 スイム
会場 
9:00〜 競技開始 
10:40〜10:50 ジュニア表彰式    大会本部前 
13:30 頃 競技終了（最終走者フィニッシュ後） 
14:00〜 閉会・解散 
※ 各クラスの競技終了後に順次記録の速報を公式掲示板（大会本部前に設置予定）に掲示し、記録証

の配布はしません。完走者は記録証（完走証）を後日、各自で Web から入手できます。 
※１ 8: 50~9: 00 頃、スイム会場にてスイム担当・救護担当スタッフ、ライフセイバー（⽔上バイク、ス

レッドでの患者搬送を含む）による救難訓練を実施します。 

競技クラス レース No. 男/女 
スイム招集 

（スイム会場入口） 

スタート スイム 

キャップ色 

ジュニア（小学 3・4 年） 101～104/151～154 
9：00～9：10 9:30 

ホワイト 

ジュニア（小学 5・6 年） 201～205/251～254 ブルー 

ジュニア（中学生） 301～304/351～354 9：30～9：40 10:00 ピンク 

一般 A（高校生以上） 401～475/501～523 
10：00～10：15 

 

10:30 

オレンジ 

パラ A（高校生以上） 476/523～524 レッド＊2 

一般 B（高校生以上） 601～667/701～706  

10：50～11：05 

 

11:25 

 

グリーン 

パラ B（高校生以上） 668～671 レッド＊2 

一般リレー（高校生以上） 801～804 イエロー 

各競技クラスのスタート 15 分前にストレッチ体操を行います。 
※2 パラガイドのスイムキャップは選手と同色です。（レッド） 

表 彰 

◎ 本大会（対象；全クラス 男・女  1 位〜2 位） 
ジュニア(小学３・４年、小学５・６年、中学生)  
一般 A・B 全クラス(⾼校生〜３０歳未満、３０歳代、４０歳代、５０歳代、６０歳代以上)／リレー 

◎ パラ A／パラ B／パラ・リレー  各男・女 1 位 
◎ 兵庫県アクアスロン選手権(対象；一般 B の全クラス、男・女 総合 優勝者、JTU 兵庫県協会登録者) 
◎ ひょうご生涯スポーツ大会（対象；一般 A・B ３０歳以上の全クラス、男・女   1 位、兵庫県在住・

兵庫県協会登録のいずれかを満たす者） ／ 兵庫県生涯スポーツ連合会⻑賞（対象；一般 A・B の全
クラス、男・女  各 1 名、兵庫県在住・兵庫県協会登録のいずれかを満たす最⾼齢者） 

◎ 関⻄マスターズスポーツフェスティバル（対象；一般 A・B の 30 歳以上の全クラス、男・女  1 位）  



競技距離・周回数 

 

��ジュニア（小学３・４年生） ��一般 A（高校生以上）・パラ 

 スイム：100m（１往復）  スイム： 500m（１往復） 

 ラン  ：1.5km（１往復）  ラン： 5km（２往復） 

��ジュニア（小学５・６年生） ��一般リレー（高校生以上２名１チー

ム） 

 スイム：100m（１往復）  スイム：1km（2 往復） 

 ラン  ：1.5km（１往復）  ラン  ：10km（4 往復） 

��ジュニア（中学生） ��一般 B（高校生以上）・パラ 

 スイム: 250m（１往復）  スイム：1km（2 往復） 

 ラン: 3km（2 往復）   ラン  ：10km（4 往復） 

競技コース図 

 

 

 

 



注意事項 

■総 合 

○選手として参加されるお子様に、このしおりの内容(ルール・スケジユール)を十

分理解していただくとともに, ご家族の方にもご理解いただき、ご家族全員でアク

アスロンを楽しんでいただきたいと思います。お子様にはむずかしい漢字や言い

回しがありますので、おそれいりますが、護者の方が十分に説明してあげてくださ

い。 

 

○大会会場へは最寄りの公共交通機関をご利用ください。選手受付及びトランジ

ションエリアは、 芦屋市潮芦屋緑地東駐車場前の広場になります。 

○駐車場は「競技コース図」に記載された場所 (芦屋市総合公園北駐車場等)をご

利用ください。ただし、当日は総合公園利用者の利用者により大変混み合い、駐車

場が確保できず、選手受付に間に合わない恐れがあります。 

○競技前後の更衣は、会場に設営した更衣テントをご使用ください。 

○貴重品、手荷物は各自保管してください。トランジション内には競技中に必要な

物以外は持込めません。また、その周辺にも手荷物などを置かないでください。 

○ 競技後のシャワーは、会場に設営したシャワー（温水なし）をご利用ください。 

○計測は、足首に巻きつける計測用アンクルバンドを使用し、記録はスイムフィニッ

シュと総合フィニッシュの2ケ所で計測します。 

○記録は大会会場に速報を掲示します。完走症はWebから入手できます。

https://mypublisher.jp/23ashiya_aq 

公式記録は大会ホームページに記載します。 

 

■大会保険 

○参加全選手に傷書保険をかけていますが、 保険の対象となるのは競技中の傷

害事故(いわゆるケガ)で、急性心不全(心臓麻痺)等、疾患は対象となりません。下

記内容を確認のうえ、補償が不十分と思われる方は各自において保険加入くださ

い。 

○保険金額 

・死亡・後遺障害保険金額：500万円 

・入院1日5000円、通院1日2500円 

熱中症危険補償特約付き（補償は基本契約と同額） 

 

 

 

 



■選手受付 及び スタート前の準備 

○受付にてお渡しするものは下記の通りです 

トランジション袋1枚、レースナンバーカード1枚、スイムキャップ、 

計測用アンクルバンド(スイム招集時に配付します) 

参加記念品:フィニッシャータオル (フィニッシュゲートでお渡しします)、 

 

○受付で選手登録を行い、ボディナンバーは、各自で左腕にマジックインキで縦書

きしてください（スタッフもお手伝いします）。 

ウェットスーツの袖で隠れる場合は左手の甲に横書きしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○レースナンバーカードは、 個人は一人で１枚、リレーは1チームで1枚です。 

○計測用アンクルバンドは防水タイプで、スイムスタートする砂浜の招集地点で配

付します。計測用アンクルバンドにはレースナンバーを表示していますので、他人

のものと間違えないようにしてください。 

○レースナンバーベルト使用推奨 

環境保全と安全性の観点から安全ピンは配布しません。ランパートで身に付けるレ

ースナンバーには、レースナンバーベルトの使用を推奨します。 

レースナンバーベルトをお忘れの方は、ベルトの代わりになるゴムひもをいくらか

用意しておりますので、受付にお越しください。 

○コースはクラスによって周回数・折返し地点が異なります。参加されるクラスの

コースをしっかりと覚えてください。競技規則でもコースを熟知する事が求められ

ています。 

○競技のス夕一トは、砂浜からのスタンディングスタートとなります。ご自分のスタ

ート場所、時間を確認してください。 

ス夕一ト時間の30分前にはスイムの用意をしてスイム会場の招集地点に集合し、

計測用アンクルバンドを受け取ってください。 

アンクルバンドを受け取った後はスイム会場入り口から戻れません。  

スイム招集時間(スタート時間ではありません)に遅れると競技に参加できません。 

○スイムスタート前の更衣は、本部付近の更衣テントのなかで行ってください。スイ

ム会場には、ウェットスーツ以外のもの(タオルやランで使うウェア、 ビーチサンダ

ル、シューズ)を持ち込むことはできません。 



○トランジションエリアには、レースナンバーを表示した用具入れ「カゴ」が設置さ

れます。 各自のレースナンバーの「カゴ」の位置が各選手のスペースです。使い方

は、競技規則の項目を参照してください。 

○スイム終了後に使用する眼鏡は、スイム会場出口のテーブルに置いてください。 

○フィニッシユ後に計測用アンクルバンドをスタッフが回収します。必ず返却してく

ださい。 

○競技中にリタイア(スイムまたはランを自ら途中で止めた場合、スイムでライフセ

イバーに近くの砂浜まで引き上げられた場合や、救護担当者やスタッフに担架や救

護車輛で救護テントまで搬送された場合など)した場合、審判員又はスタッフが計

測用アンクルバンドを回収します。 

もし、回収漏れがありましたら、大会本部にリタイアであることを申告して必ず返

却してください。 

 

 

■競技規則 (ローカルルール) 

(公社)日本トライアスロン連合(JTU)競技技規則を基本とし、下記の競技規則(ロ

ーカルルール)により行います。ルールをよく読んで理解して競技に参加してくだ

さい。 

規則の違反に対しては罰則を（ペナルティ）適用します。罰則は、違反の程度により

指導、タイムぺナルティ又は失格のいずれかとします。 

◆競技全般 

○当日朝の「競技説明会」には必ず出席して、ローカルルール、タイムペナルティの

適用など重要事項を理解して参加してください。 

○大会実行委員会は、大会当日の気象条件等で安全に競技が出来ないと判断した

場合、競技内容を変更、 一部あるいは全部を中止することがあります。 

○大会日程で決められた時間(スケジュール)を厳守してください。 

遅刻した場合、競技に出場できなくなります。またやむを得ずスケジュールを変更

する場合があります。その場合は大会本部・公式掲示板にて告知しますので、見逃

さないようにしてください。 

○第三者による特定の個人への援助(給水など)は禁止されています。競技中の選

手への援助は大会主催者が用意したものだけです。 

○総合フィニッシュ時は、レースナンバ一が確認できるように整え、サングラスを外

すことを推奨します。 

○選手の保護者、あるいは付き添いの方の過度な応援や暴言は、他の競技者や観

覧者の迷惑になります。節度を守った声援をお願いします。 

○スポーツマンシップを守り、マナーよく競技に参加して下さい。危険行為・他競技

者への妨害・大会スタッフへの暴言等は、失格の対象になります。 

○競技途中でリタイアする場合は、大会本部または審判員(JTUオフィシャルウェア

を着用) までリタイアしたいことを届け出て、必ず審判員に計測用アンクルバンド

を返却し、レースナンバ一カードをはずしください。それ以外のコース誘導等の係

員に届け出られても大会本部にはリタイアが伝わりません。 



○レースナンバカードはランウェアの前（胸）にしっかりとレースナンバーベルトで

着用してください。競技中にレースナンバ一カードが外れている場合、その場で審

判員が静止させ、直させる場合があります。 

○レースナンバ一カードの変造、折り込みはペナルティの対象となります。 

○ランのフィニッシユ、折返し、周回チェック手前では十分に減速し、大会ス夕ツフ

の指示に従い、割り込みや追い越しをしないようにしてください。 

○競技中に、競技を終了した選手や同伴・応援の方がコース上を移動または横断

する場合は、競技中の選手に充分配慮し、大会スタッフの指示に従ってください。 

 

◆リレー部門 

○スイムを終えた選手は トランジションエリアにあるリレーゾーンで、計測用アン

クルバンドをラン走者に引き継いでください。スイム用具は、各チームのスペース

にある用具入れ「カゴ」の中に確実に収納してください。収納違反はペナルティ対

象です。 

□ラン選手は、リレーゾーンで、はだしで待機し、アンクルバンドの引き継ぎを受け

てからトランジションエリアの各チームのスペースでランシューズを履いてくださ

い。2人の合計タイムがチーム成績となります。 

 

◆スイム競技 

○スイムのスタートはクラス毎のス夕ンディングスタートです。水辺の手前のスター

トラインよりス夕一ターの合図でスタートします。 

○スタート前のスイム招集は、各クラスのス夕一ト30分前までにスイム会場入り口

で計測用アンクルバンドを受け取り、待機場所で待機してください。アンクルバン

ドを受け取った後はスイム会場入り口から戻れません。 

○競技選手は、色分けされた大会支給のスイムキャップを着用してください。 

○ウェットスーツの着用を推奨します。 

○一般（大人）で泳ぎに不安のある人は、大会本部に申し出て、目印となる「黄色の

風船」を受け取り、腰に括り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

○ジュニア(小学生)で泳ぎに自信のない人は、浮き具・ビート板等の使用を許可し

ます。 

○ゴーグル、ノーズクリップ、耳栓、腕時計、心拍測定器の使用は認めますが、その

他のあらゆる用具の使用装着を禁止します。 

○一般Bと一般リレーは2周回します。いったん砂浜に上がって折り返します。 

周回数のチェックはご自身で行ってください。 

○体調が万全でない時には勇気を持ってリタイアしましょう。 



スイム競技をしないでラン競技をするスイムスキップを許可します。スイムスタート

前に審判員に申告してください。スイムスキップは'完走'になりません。なお、スイ

ム競技スタート後にスイムスキップをして競技をすることは出来ません。また、一般

Bの選手で、1周回を30分以上かかった場合には、スタッフが競技終了を判断しま

す。 

○スイムスキップを申告した選手は、リレーゾーンからのスタートになります。 

リレー選手と同様に、リレーゾーンでは、アンクルバンドを装着の上、はだしで待機

し、審判員の指示により競技開始し、トランジションエリアの自身のスペースでラン

シューズを履いてください。 

 

◆ラン競技 

○コース上は、左側通行です。 

○走る・歩く以外の方法では競技は出来ません。 

○ランウェアを必ず着用し、上半身はだかで走らないでください。（ペナルティ対

象）また、前開きおよび前ファスナー付きユニフォームは着用を許可しますが、必ず

ファスナーを閉じて競技してください。 

○レースナンバ一カードは、競技中ならびにフィニッシュ時は、必ずレースナンバー

カードが前に来るようにしてください。競技中に外れないように付けてください。

砂浜の環境保全・選手の足元の安全のため、レースナンバーべルトの使用を強く推

奨します。 

○一度フィニッシュした選手は、再フィニッシユはしないでください。また他の選手

の応援・伴走等で再度コースに入らないでください。 

○総合フィニッシュの直前では、本人確認のためサングラスははずし、レースナン

バーカードの確認ができる姿勢でフィニッシュラインを越えてください。 

○エイドステーションは、ラン周回コース上に2か所設置します。（コース図参照） 

 

◆トランジション 

○レースナンバーを表示した用具入れ「カゴ」が設置されます。各自のレースナンバ

ーの「カゴ」の位置が各選手のスペースになります。ラン競技に使用する全ての用

具は、この各自の「カゴ」内に置かなければなりません。ランシューズ（1足）は、「カ

ゴ」の前の地面に置くことができます。スイム競技が終了して使い終わった用具

は、全てこの「カゴ」の中に収納しなければなりません。 スイム後のウェットスーツ

などが「カゴ」の外に散らかっている場合は、戻って収納をして頂く場合がありま

す。「カゴ」の外に放置されたままランに進んだ場合は、ペナルティ対象です。 

○指定のトランジションスペース内で着替えてください。なお、オープンスペースで

は裸にならないでください。Tシャツなどを着替えながら走り出した場合は戻って

いただきます。 

○トランジションエリア内は、選手・大会スタッフ以外の立ち入りは禁止です。同伴・

応援の方にもお知らせください。 

○競技を終了した選手のトランジションエリア内の立ち入りは、他の競技中の選手

に充分配慮し、大会スタッフの指示に従ってください。 

 



◆エイドステーション 

○エイドステーションでのコップ、ジェルのゴミなどは指定の場所で捨ててくださ

い。後続競技者の安全と、地元への迷惑にならないよう、コース上やコース脇に捨

てないでください。 

ごみ箱はエイドステーションの近くに設置されています。 

以上 

 


